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１ 策定された育成指標の内容

２ 育成指標に係る課題

(1) 育成指標の周知
(2) 育成指標の活用
ア 養成段階

イ 採用

エ 校内研修

３ 成長把握のための自己評価

本日の内容

ウ 目標設定とセンター研修

まとめー「指標」に関する課題解決のために ②



１ 策定された育成指標の内容

〇全国で策定された「指標」の共通性を捉える。

→「指標」の共通性・独自性と評価の観点か
ら課題を検討したい。
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プロジェクト研究の背景と目的

項目Ａ

項目Ｂ

項目Ｃ

項目Ｄ

ステージ１
初任期

ステージ２
若 手

ステージ
３中 堅

ステージ４
ベテラン

指標内容ａ

指標内容ｂ

指標内容ｃ

指標内容ｄ

【教員の育成指標例】

○「指標」策定に関連して，教育委員会は国が示した「指針」を参酌し
つつ各地域の実情に応じたものを作成した。特に教員については，指
標項目に相当するものは「指針」に示されているが，ステージごとの
質的な違いについての記述はなく，様々な指標が作成された。

○そこで，プロジェクト研究では，各教育委員会が策定した「指標」に
ついて，ステージが進む時にどのような能力が求められているか，そ
の共通性を分析し，教員の成長像を明確化し，将来の「指標」見直し
の手掛かりとなるデータを提供することにした。

指
標
項
目
の
構
成

成長段階（ステージ）成長段階（ステージ）
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調査方法

○ステージによる指標の違いについて，各教育委員会
で策定された「指標」「指標」がすべて言語（テキ
スト）で作成されていることから，テキストマイニ
ングの解析手法（形態素解析，テキストの出現頻度
の記述，クラスター分析，コレスポンデンス分析
等）を用いて計量的に分析し，教員の成長像を帰納
的に探る。（「指標」の総抽出語数は96,957語）

○計量分析とともに，質的研究として「指標」に関し
て，関係者（教育委員会，教育センター，小中学校，
教員養成大学)からの聞き取りにより「指標」の現
実的活用可能性や課題を具体的に捉え，それを克服
する方略を検討する。 ⑤



抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

理解 836 ステージ 63 力 160 理解 798

児童生徒 672 充実 36 授業 64 児童生徒 636

教育 625 発展 30 指導 60 学校 587

学校 617 採用 28 対応 60 教育 565

指導 548 基礎 21 教育 59 行う 529

行う 541 段階 20 生徒指導 53 指導 480

授業 437 形成 18 組織 40 組織 386

組織 427 経験 18 地域 40 適切 379

課題 410 養成 18 学習指導 39 課題 377

適切 380 教職 14 管理 38 授業 373

実践 365 概ね 13 連携 38 実践 323

地域 362 教諭 13 児童生徒 36 地域 322

対応 346 以降 12 能力 36 連携 288

連携 326 深化 12 理解 36 対応 286

知識 296 向上 11 使命感 34 知識 285

向ける 275 資質 10 課題 33 活動 268

活動 273 実践 10 実践 32 向ける 267

推進 273 教員 9 学校 28 積極 259

力 267 姿 9 危機 28 推進 255

支援 264 着任 9 家庭 26 支援 245

能力 9 教職 26

マスタ テーブルA テーブルB テーブルC

各テーブルの頻出語句（上位20語）
（ステージ） （指標項目） （指標内容）

教員の育成指標の分析
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資質能力とステージ区分の配置図

⑦



理解内容 資質能力

基本的な
内容理解

専門的な
内容理解

授業
生徒指導
進路指導
等の実践

校内における
体制構築
企画・参画・推進
指導・助言

若 手

ベテラン
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主体的・対話的で深い学びを組織的に推進し、適
切な指導・助言を行いながら、授業改善を進める。

学習指導

中堅以降の育成指標例（複数教育委員会事例）

経験を踏まえて問題提起や情報提供をしながら、
経験の浅い教職員に適切な助言をする。

生徒指導

学校教育目標の具現化のために、学年・教科経
営や校務分掌組織運営の中心となって同僚への
助言や支援等ができる。

学校経営や
組織への参
画・貢献

指標項目 中堅以降の指標内容
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２ 育成指標に係る課題

○各教育委員会では、策定した「指標」に関して、
どのようなことが課題となっているのだろうか？

→機構が実施したアンケート調査結果から探ると、
・「指標」の周知・理解
・「指標」の活用
・「指標」に対応した研修効果把握

等が課題として挙がった。
⑩



平成30年度公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する
指標策定に関するアンケート（第2回）調査結果

調査基準日 12月14日

43

12

27

37

15

9
3

27
24

4

【その他の例】

・研修履歴システムの円滑な活用に関すること。
・指標策定効果（指標策定の目的達成状況）の把握。 等

「指標」に関して現在、優先順位の高い課題と考えられるもの
（回答数： 67自治体／67自治体中 ＊該当するもの３個選択）
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平成30年度公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する
指標策定に関するアンケート（第2回）調査結果

調査基準日 12月14日

23

7 6
5 4 3 3

5

【その他の例】

・いわゆる「ベテラン期」における指標に基づいた育成方法。
・職種別の指標の作成状況及び作成方法。
・各都道府県の指標と教育の現状と課題（指標策定の根拠・背景を知りたい）。

・協議会の立ち上げ，指標の策定段階では全都道府県アンケートが有効であったが，今後は全都道府県を対象にしたアンケートで
はなく，指標の活用について秀逸な取組を集めた事例をホームページ上に掲載するなど，具体的な取組の情報提供をしていただ
きたい。 等

今後アンケートで取り上げれば役立つ情報
※自由記述（「今後、本アンケートでどのような内容を取り上げて実施すれば、貴自治体にとって役立つ情報が得られますか」という質
問の内容の回答例） （回答数： 34自治体／67自治体中 ※複数回答）
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(1) 育成指標の周知

○課題となった「指標」の周知・理解について教育
委員会ではどのような工夫を行っているだろうか？

→管理職の周知
・校長会・副校長会・教頭会で説明されている。

→教員への周知
・新任から中堅までは、初任者研修・中堅教諭等資
質向上研修など悉皆研修で説明されている。

・ベテラン教諭層への浸透が課題である。 ⑬



平成30年度 公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する
指標策定に関するアンケート（第３回）調査結果

調査基準日 ３月３１日

64

32

57

31
27

24

58

22 21

・若手教員を指導する教員に説明を行った。
・リーフレットを作成し公立学校へ配付するとともに、県教育委員会ホームページに掲載。
・初任者研修対象者配置校の管理職の集まる「初任者研修実施説明会」で説明した。
また、初任者研修対象者配置校の指導教員が集まる会で説明した。

・指標のポスターを作製し、各校に掲示依頼。
・校務支援システム掲示板への掲載。 等

指標の周知方法
※選択：「教員等への指標の周知をどのように行いましたか。該当するものを全て回答欄に御記入ください。」という質問への回答

（回答数：67自治体／67自治体中 ※複数回答）

【その他の例】

校長会等
で説明

センター研
修で説明

学校に「指
標」配布
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(2) 育成指標の活用

○課題となった「指標」の活用について教育委員会で
は、養成－採用－研修全般について、どのような活
用を考えているだろうか？

→大学での活用
・カリキュラム・授業のねらいを改善する等

→教育委員会での活用
・採用、センター研修のねらいや内容編成等

→学校での活用
・校内研修での若手教員とベテラン教員の活動⑮



長崎県

⑯



福岡市
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(2) 育成指標の活用
ア 養成段階

○養成（大学）段階において、具体的にはどのような
活用が求められているだろうか。

→「指標」で示された資質・能力を身に付けるように
授業のねらい等を改善するなどの取組が行われてい
る。

⑱



北海道【養成段階における活用】

⑲



北海道

⑳



新潟県
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(2) 育成指標の活用
イ 採用

○採用において、具体的にはどのような指標の活用が
が考えられているだろうか。

→面接や模擬授業での観点として検討されている。

㉒



46

31

46

17 15

31

15

34

25

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

①校内研修における指導主事等の指導・助言 ⑥教員採用における面接の観点等の検討
②メンターが主導する若手研修 ⑦教員採用における模擬授業の観察視点の検討
③教育委員会主催の教科別の研修 ⑧教育委員会（指導主事等）の学校視察における視察の観点
④校長会が実施する研修会の内容検討 ⑨その他
⑤副校長・教頭会が実施する研修会の内容検討

令和元年度 公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する
指標策定に関するアンケート（第１回）調査結果

調査基準日 ８月１日

指標の活用

※「貴自治体で、研修計画の策定以外に、指標を活用することを奨励しているのは次のどれですか。」と
いう質問への回答 （回答数：67自治体／67自治体中 ※複数回答）

採用に関する活用
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(2) 育成指標の活用
ウ 目標設定とセンター研修

○目標設定とセンター研修について「指標」を具体的
にどのように活用すればよいか？

→目標設定とセンター研修
・年度当初の目標を設定する際に、指標を基に自己
を振り返って目標を立てる。

・自分の目標達成状況を確認して研修を受講する。
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鹿児島県
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(3) 育成指標の活用
エ 校内研修

○校内研修で「指標」は具体的にどのように活用でき
るだろうか？

→中堅・ベテラン教諭が、校内研修組織づくりや運営
等、若手教諭への助言活動を行うことで、「指標」
に示された指導力、企画・推進力を養う「場」とな
る。
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和歌山県

㉗



新潟県

㉘



静岡県

㉙



３ 成長把握のための自己評価

○「指標」を活用して設定した目標の実現を把握する
ためにどのような工夫が行われているか？

→「指標」を基に設定した目標の実現状況を「自己評
価シート」等のメタ認知機能をもつシートを使って
把握している。

㉚



大阪府

㉛



大阪府

㉜



秋田県
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まとめー「指標」に関する課題改善のためにー

【共通性・独自性と評価の観点から】

１ 養成(大学)段階と採用での「指標」活用

コアカリ
キュラム
（共通性）

各大学の
独自性

「指標」
（共通性）

各教育委員
会の指標の
独自性

養成と採用段階での「指標」の活用を考えるとき、共通性を評価する採用シ
ステム、例えば、採用統一試験などの検討が必要ではないか（人は評価され
ることに向かって努力する。センター試験（共通テスト）しかり）。

㉞



２ 教員の成長支援（研修）システムの整備
センター研修に関わって、研修履歴を参照しながら、

教員が「指標」に示された姿に届いてない個所を成長
させるための研修メニューを紹介できるようなソフト
開発が必要ではないか。

３ 「指標」に対応した研修の効果把握
研修等を通して成長する教員の姿をとらえるパネル

調査（長期的追跡）とその結果を育成協議会に毎年度
報告するなど、「指標」策定の結果責任を明確化し、
「指標」の活用を実質化することが必要ではないか。

㉟


	新しいしおり

